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EnviX 海外環境法規制トレンドレポート〈2019 年後期号（第 23 号）〉 

中国編 

③ VOC 規制と規制強化の流れ ―― 工場系 

法律/政策の名称 ① 重点業界揮発性有機化合物総合対策計画 

② 工業窯炉大気汚染総合対策計画 

③ 京津冀における大気汚染総合対策攻略行動計画 

④ 汾渭平原における大気汚染総合対策攻略行動計画 

⑤ 長江デルタにおける大気汚染総合対策攻略行動計画 

現地語名称 ① 重点行业挥发性有机物综合治理方案 

② 工业炉窑大气污染综合治理方案 

③ 京津冀及周边地区 2019-2020 年秋冬季大气污染综合治理攻

坚行动方案 

④ 汾渭平原 2019-2020 年秋冬季大气污染综合治理攻坚行动方

案 

⑤ 长三角地区 2019-2020 年秋冬季大气污染综合治理攻坚行动

方案 

公布/施行日等 ① 2019 年 6 月 26 日公表 

② 2019 年 7 月 1 日公表 

③ 2019 年 9 月 25 日公表 

④ 2019 年 11 月 4 日公表 

⑤ 2019 年 11 月 4 日公表 

カバー期間 2019 年 6 月から 2019 年 11 月 

 

バックグラウンド情報 

近年、中国では VOC 規制が広い地域に亘って強化されてきている。その背景として、

2015 年大気汚染防止法の改正により VOC が初めて法的な監督範囲に組み入れられること

で、VOC に関する規制が明確に強化され、違反に対する罰則も強化されていたことが挙げ

られる。2016 年 1 月 1 日より改正した大気汚染防止法の施行に応じ、中国政府は国家環境

保護「十三五」計画で、「2020 年までに全国の VOC の排出総量を 10%削減」という目標を

提示した。その後、2016 年に「重点業種 VOC 削減行動計画」、2017 年に「十三五 VOC 汚

染防止事業計画」、2018 年に「青空防衛戦 3 年行動計画」が次々と公表され、目標を達成す

るため重点エリア及び重点業種に対し指示が出されてきている。こられの計画をベースと

して各地の省や都市での VOC 規制が本格的に執行され、計画に基づき一層厳しく制定され

http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201907/t20190703_708395.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201907/t20190712_709309.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201910/t20191016_737803.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201910/t20191016_737803.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201911/t20191112_741904.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201911/t20191112_741904.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201911/t20191112_741901.html
http://www.mee.gov.cn/xxgk2018/xxgk/xxgk03/201911/t20191112_741901.html
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た地方規制・標準も出されてきたのである。 

しかし、計画の実施により一定の成果を上げたものの、重点エリアの京津冀、汾渭平原お

よび長江デルタなどの地域では大気汚染の深刻度が増してきている。特に秋冬での PM2.5

濃度はその他の季節の倍になり、重度汚染の日数も一年の 9 割を秋冬が占める。これらの

地域における大気汚染の改善は、2020 年までの「十三五」計画の目標達成にとって非常に

重要であるため、中国政府は 2019 年の前半に公表した全国向けの計画や標準に加え、2019

年の後半にはこれらの重点地域に対してもいくつかの計画を提出したのである。 

 

過去の動向： 

■主な計画の概要 

 「重点業種 VOC 削減行動計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2016 年 7 月 28 日、工業情報化部および財政部により公布 

計画期間 2016-2018 年 

主な目標 工業業種全体の VOC の排出量を 2015 年より 330 万トン以上削減 

ベンゼン、トルエン、キシレン、N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）

などの溶剤・助剤の使用量を 20%以上削減 

低 VOC 含有（または非含有）のグリーン農薬製剤、塗料、インキ、接

着剤およびタイヤ製品の割合をそれぞれ 70%、60%、70%、40%以上に

引き上げる 

 

中国初の VOC の汚染防止計画とされる「重点業種 VOC 削減行動計画」は、工業業種全

体に対し VOC の排出量を 2015 年より 330 万トン以上削減することを目指し、重点汚染物

質として、ベンゼン、トルエン、キシレン、N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）などが挙

げられた。 

 

 「十三五 VOC 汚染防止事業計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2017 年 9 月 13 日、環境保護部（現生態環境部）、国家発展改革委員会などの

６部門により公布 

計画期間 2017 年～2020 年 
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主な目標 2020 年までに、環境大気質を改善するための汚染防止管理体系を完備 

重点エリア、重点業種で VOC 汚染排出の削減対策を実施し、排出量を 10%以

上削減 

NOx など汚染物質の排出を削減することで、持続的な環境大気質の改善を実現 

 

国家環境保護「十三五」計画の目標を達成するために作成された「十三五 VOCs 汚染防

止事業計画」は、重点エリア、重点業種で VOC 排出量を 10%以上削減することを目指し

た。 

そのうち、重点エリアについては、京津冀（北京、天津、河北省）、長江デルタ、珠江デ

ルタ、成渝（成都、重慶）、武漢及びその周辺部、遼寧中部、陝西関中、長株潭（長沙、株

洲、湘潭）など 16 の省（直轄市）となる。 

重点業種については、前の「重点業種 VOC 削減行動計画」と比べると、重点業種が工業

業種全体から特化した業種に絞られ、石油化学、化学工業、包装印刷、および工業塗装など

の業種、ならびに自動車や石油製品の貯蔵・輸送・販売などの交通発生源となる。 

重点汚染物質については、前の計画と比べると、種類が増加され、PM2.5 の前駆物質で

重点規制汚染物となる対象として下記の物質が挙げられる： 

トルエン、n-ドデカン、m/p-キシレン、スチレン、n-ウンデカン、n-デカン、エチルベン

ゼン、o-キシレン、1,3-ブタジエン、メチルシクロヘキサン、n-ノナンなど；O₃の前駆物

質で重点規制汚染物となる対象：m/p-キシレン、エチレン、アクリル、ホルムアルデヒ

ド、トルエン、アルデヒド、1,3-ブタジエン、1,2,4-トリメチルベンゼン、o-キシレン、ス

チロールなど；その他のスチレン、メチルメルカプタン、メチルスルフィドなどの悪臭類

VOC 

 

 「青空防衛戦３年行動計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2018 年 6 月 27 日、国務院により公布 

計画期間 2018 年～2020 年 

主な目標 2020 年までに、2015 年比で SO2 と NOx の排出量は 15%、VOC の排出量

は 10%削減 

地級都市および地級以上の都市の空気質優良日数の割合を 80％以上とする

目標の達成 

重度およびそれ以上深刻な汚染日数の割合を 2015 年より 25％減少 

 

国家環境保護「十三五」計画の実施及び大気汚染防止事業を強化するため作成された「青

空防衛戦 3 年行動計画」は、同じく 2020 までに VOC の排出量を 10%削減することを目指
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した。 

ただし、重点エリアについては、前の計画より縮小され、京津冀および周辺地域、長三角

地域、汾渭平原の三つの地域となった。 

重点任務については、すべての VOC 汚染物質の環境保護税の課税対象項目への追加、排

汚許可管理条例の制定、企業自らのモニタリング設備の設置、などの指示が出された。 

 

■国家レベルでの展開 

 「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド 塗料・インク製造業」（意見募

集稿）など 3 本の標準を発表 

中国生態環境部は、2019 年 1 月 31 日、国家環境保護標準（HJ）の「汚染物質排出事業

者自己モニタリング技術ガイド」（意見募集稿）を 3 本発表し意見の募集を開始した。今回

発表された技術ガイドは、以下の 3 本であるが、2019 年 11 月現在、まだ公布されていな

い。 

 「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド 塗料・インク製造業」 

 「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド 化学肥料工業－リン酸肥料、カ

リ肥料、複合・混合肥料、有機肥料、微生物肥料」 

 「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド 塗装」 

 

このうち、「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド 塗料・インク製造業」の

概要は次の通り。 

【適用範囲】 

 塗料およびインクを製造する汚染物質排出事業者による自己モニタリングの一般要求、

モニタリング計画の制定、情報の記録、報告の基本的な内容や要求について規定。 

 塗料およびインクを製造する汚染物質排出事業者が生産・運営段階で排出する水汚染

物質、大気汚染物質、騒音および周辺環境質に対する影響についての自己モニタリング

に適用される。 

【モニタリング計画に関する規定】 

 排ガスモニタリング要求（下表は要求の一部） 

汚染物質発生段階 モニタリング地点 モニタリング項目 モニタリング頻度 

原料の貯蔵 
貯蔵タンクの排ガ

ス排気筒 

非 メ タ ン 炭 化 水 素

（NMHC） 
四半期ごと 

総揮発性有機化合物

（TVOC）、ベンゼン、

BTEX 

半年ごと 

 

 「2019 年全国大気汚染防止業務要点」の発表―重点業種の VOC 対策を盛り込む 
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生態環境部は 2019 年 2 月 28 日、「2019 年全国大気汚染防止業務要点」を発表した。こ

れは、2018 年 6 月 27 日に中国国務院から発表された「青空保護勝利戦 3 年行動計画」を

実現するためのものであり、10 大項目からなっている。VOC に関しては「（3）産業構造の

調整を着実に推進する」の中で対策の加速が求められている。 

 

 中国工業情報化部、強制国家標準「内装床塗料中の有害物質制限量」と「船舶塗料中

の有害物質制限量」の承認待ち原稿を公示 

2019 年 3 月 11 日、中国工業情報化部は強制国家標準である「内装床塗料中の有害物質

制限量」および「船舶塗料中の有害物質制限量」の承認待ち原稿を公示した。 

二つの標準は 2015 年に編集された化学工業分野の強制国家標準であり、内装床塗料およ

び船舶塗料に含まれる有害物質による人体損害や環境汚染リスクの削減を図る。それぞれ

有害物質の使用制限に関する用語の定義、製品分類、要求、テスト方法、検測方法および包

装標識などの内容について規定している。 

また、塗料製品における VOC やホルムアルデヒドなどの規制値も規定されている。「内

装床塗料」によると、水性床塗料における VOC 含有量規制値が 120 g/L であり、ベンゼン・

トルエン・エチルベンゼン・ジメチルベンゼンの合計規制値が 300 g/L であり、ホルムアル

デヒド含有量制限値が 100mg/kg である。その他の物質の規制値も明記されている。 

「船舶塗料」では、溶剤型塗料製品の発揮性有機化合物含有量規制値および各種類の船舶

塗料製品の溶剤、重金属、殺生物剤、アスベスト含有量規制値が明記されている。 

2019 年 11 月現在、上記の国家標準は承認待ちの状態である。 

 

 「2019年地級市以上の都市の環境大気における揮発性有機化合物モニタリング計画」 

中国生態環境部は、2019 年 4 月 14 日、「2019 年地級市(注)以上の都市の環境大気におけ

る揮発性有機化合物モニタリング計画」を発表した。同計画の主な内容は、以下のとおり。 

(注)地級市：中国の地方行政単位（2 級行政単位）（例、広東省の広州市や深セン市など） 

【モニタリングの範囲と項目】 

 「全体目標」：2019 年、全国における 337 の地級市以上の都市において、非メタン炭

化水素（NMHC）と揮発性有機化合物（VOC）成分の指標に対してモニタリングを実

施する。 

 京津冀地域（北京市・天津市・河北省）とその周辺地域、長江デルタ、珠江デルタ、成

都市と重慶市、関中地域、遼寧省中部・南部、武漢市とその周辺地域など 78 都市につ

いては、「2018 年重点地域環境大気揮発性有機化合物モニタリング計画」を基礎とした

上で、2019 年 5 月以降、非メタン炭化水素（NMHC）をモニタリング項目に追加する。 

他の 259 の地級市以上の都市におけるモニタリング項目に関しては、2018 年のオゾン

汚染状況に基づき確定する。 

 2018 年にオゾン汚染が基準を超過した 54 都市については、57 種の非メタン炭化水素
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（PAMS 物質）、13 種類のアルデヒド・ケトン類 VOC、非メタン炭化水素（NMHC）

をモニタリング項目とする。 

 2018 年にオゾン汚染の基準適合を達成した 205 都市については、非メタン炭化水素

（NMHC）をモニタリング項目とする。 

【モニタリング地点】 

各都市の人口密集区のオゾン値が高い地域に少なくも 1 箇所のモニタリング地点を設

置する。 

【モニタリング方式】 

手動または自動モニタリング。条件を備えた都市では、自動モニタリングの実施を奨励

する。 

【データの報告】 

各省、直轄市は、毎月 10 日までにモニタリング結果を報告する。 

 

■地方レベルでの展開 

 中国上海市、改正版「上海市大気汚染防止条例」を公布し、2019 年 1 月 1 日より

施行 

中国上海市は改正版「上海市大気汚染防止条例」を公布し、2019 年 1 月 1 日より施行す

る。本条例は汚染物質を排出する企業、自動車及び非道路移動機械に対して細かい規定を追

加したもので違反行為に対する法的責任も明確にしている。 

その中で、VOC 規制に関連した部分は次のものである。 

廃棄物、ほこり、臭気の防止と管理 

原油及び石油製品桟橋、原油及び石油製品輸送船、石油とガスの貯蔵倉庫、給油およびガ

ソリンスタンド、タンクローリー、ガソリンタンク、衣類のクリーニング産業などは、揮発

性有機化合物(VOC)回収装置を装備し、通常の使用を維持することが要求される。 

 

 上海市生態環境局、「VOC 排出関連企業特別取締り検査行動」の実施について通達 

上海市生態環境局は、2019 年 2 月 20 日、「上海市 VOC 排出関連企業特別取締り検査行

動計画」を発表し、同行動計画の実施について通達した。VOC、つまり揮発性有機化合物の

排出企業を対象にした同行動計画の主な内容は、以下のとおりである。 

【対象業種・企業】 

 重点業種：石油精製工業、石油化学工業、船舶業、家具製造業、自動車製造（塗装）業、

塗料・インクおよび類似製品製造業、印刷業など VOC 排出関連の業界標準を実施済み

の業種。 

 重点企業：256 社の VOC 重点企業（関連する通知などで規定されている重点企業）、

2017年の環境統計に組み込まれたVOC排出関連企業、苦情などが集中している企業。 

※重点業種における重点企業以外の企業は一般企業となる。 
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【検査内容】 

 立ち入り検査（主に以下の 2 つを検査する） 

VOC の密閉収集状況。 

汚染防止施設の稼働状況。 

※全ての重点企業に立ち入り検査を実施。一般企業については 20％以上の企業に実施。 

 監督的モニタリング 

立ち入り検査と合わせて監督的モニタリングも実施し、国家標準や地方標準への

適合状況について検査する。 

※全ての重点企業に立ち入り検査を実施。一般企業については 10％以上の企業に実施。 

【検査スケジュール】 

 2019 年 3 月～6 月の各月に、以下の業種を重点対象として検査を実施する。 

3 月：塗料、インクおよび類似製品製造業 

4 月：印刷業 

5 月：家具製造業 

6 月：石油精製工業、石油化学工業、船舶業、自動車製造（塗装）業 

 

同行動計画では、上海市の各区の環境保護局に対して、当月の業務の進捗状況については

毎月 30 日までに、今回の検査の総括報告は 2019 年 7 月 10 日までに、上海市生態環境局

に報告するよう求めている。 

 

 

 上海市生態環境局、「重点業種における国家排出標準大気汚染物質特別排出制限値の

実施に関する通告」（意見募集稿）を発表 

上海市生態環境局は、2019 年 3 月 27 日、「重点業種における国家排出標準大気汚染物質

特別排出制限値の実施に関する通告」（意見募集稿）を発表し意見募集を開始した。 

【対象業種】 

① 火力発電（石炭火力発電所は含まない）、②鋼鉄、③石油化学、④セメント、⑤非鉄

金属、⑥化学工業、⑦工業塗装、⑧包装印刷。 

【実施に関する要求】 

(1)新設企業 

国家排出標準において、大気汚染物質特別排出制限値が規定されている火力発電（石炭

火力発電所は含まない）、鋼鉄、石油化学、セメント、非鉄金属、化学工業などの業種に

ついては、「大気汚染物質特別排出制限値の実施に関する公告」（環境保護部 2013 年第

14 号）の要求に基づき大気汚染物質特別排出制限値を実施する。 

(2)既存企業 

① 上記「第 14 号公告」の施行前（2013 年 4 月 1 日以前）に設立された企業。 
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国家排出標準において、大気汚染物質特別排出制限値が規定されている火力発電（石炭

火力発電所は含まない）、鋼鉄、石油化学、セメント、非鉄金属、化学工業などの業種に

ついては、2020 年 5 月 1 日以降、二酸化硫黄、窒素酸化物、粒子状物質、揮発性有機化

合物の特別排出制限値を実施する。 

② 「第 14 号公告」の施行後（2013 年 4 月 1 日以降）に設立された企業。 

 国家排出標準において、大気汚染物質特別排出制限値が規定されている火力発電（石炭

火力発電所は含まず）、鋼鉄、石油化学、セメント、非鉄金属、化学工業などの業種につ

いては、「第 14 号公告」の要求に基づき大気汚染物質特別排出制限値を実施する。 

 

上海市生態環境局により、同公告は 2019 年 9 月 2 日より正式に施行された。 

 

最近の主な動向 

■主な計画の概要 

 「重点業界揮発性有機化合物総合対策計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2019 年 6 月 26 日、生態環境部により公布 

計画期間 2019 年-2020 年 

主な目標 2020 年までに、VOCs 汚染防止管理体系を完備 

「十三五計画」が規定した「VOCs 排出量を 10%以上削減する」目標達成 

重点エリア 京津冀および周辺地域、長三角地域、汾渭平原 

重点汚染物質 PM2.5、O₃の前駆物質、悪臭物質、および高毒害物質 

 

中国生態環境部、「重点業界揮発性有機化合物総合対策計画」を通達――化学工業や工

業塗装業、包装印刷業などの重点業界での規制強化策を打ち出す 

中国生態環境部は 2019 年 6 月 26 日、「重点業界揮発性有機化合物総合対策計画」（以下

「計画」）を通達した。「計画」は、国務院の「生態環境保護を強化し汚染防止難関攻略戦に

勝つ」に関する意見、および「青空防衛戦に勝つための行動計画」に関する通知に掲げられ

た要求を着実に実施し、「『十三五』揮発性有機化合物汚染防止事業計画」を徹底的に実施す

るため作成された。「計画」の主な内容は下記のとおり。 

 

【現状と問題点】 

揮発性有機化合物（VOCs）はオゾン（O₃）と微小粒子状物質（PM2.5）の生成にとって

重要な前駆物質である。近年、中国政府は PM2.5 の汚染防止に力を入れてきたが、PM2.5

濃度が依然として高く、京津冀および周辺地域の空気質を分析した結果、VOCs から生成し

た有機物（OM）は PM2.5 汚染の主な原因ということがわかった。 

同時に、京津冀および周辺地域、長江デルタ、および汾渭平原などエリア（以下「重点エ
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リア」）における O₃汚染も深刻化になっている。研究によると、VOCs は O₃汚染の主な原

因である。しかも、粒子状物質、二酸化硫黄、および窒素酸化物の汚染防止と比べ、VOCs

の汚染防止に関する規制やインフラ整備はまだ不十分であるため、大気環境汚染防止に最

も弱い一環となっている。したがって、VOCs 汚染防止の全面的な強化が迫ってくる。 

現在、中国における VOCs の汚染防止には主な 5 つの問題点が存在する：①汚染発生源

に対する規制や取締りは不十分；②逸散排出による汚染は深刻；③汚染防止ための設備・施

設の効率は悪い；④企業の管理は不足；⑤モニタリングの設備、制度などは整備していない。 

 

【主要目標と要求】 

「計画」では、2020 年までに、①VOCs 汚染防止管理体系を完備する；②重点エリア、

重点業界での VOCs 汚染防止に成果を出し、「十三五」が規定する「VOCs 排出量を 10%以

上削減する」目標を達成する；③温室効果ガスの排出規制も同時に進め、環境大気質の持続

的な改善を推進することなど目標を提出した。 

また、「計画」では以下 4 つの要求を明示した。 

1. 原料の代替を強く推進する。 

①水性、パウダー、ハイソリッド、無溶剤、および輻射硬化などの塗料②水性、輻射硬

化、およびボタニカルなどのインキ③水ベース、ホットメルト、無溶剤、輻射硬化、改質

および生物分解性などの粘着剤④低い化学活性の洗剤など、VOCs 含有量の低い原料を

利用することで、発生源から VOCs 汚染を減少させる。2020 年までに、重点エリアでは

これらの原料代替を完成させる。 

 

2. 逸散排出の抑制を強化する。 

VOCs が含有する物質、原料、製品および廃棄物などの①貯蔵、②移転・輸送、③設備

や配管における漏洩、④開放型液面における逸散および⑤工程プロセス、5 つの発生源に

対し排出防止対策を実施する。 

 

3. 効率のいい汚染処理施設の建設を推進する。 

企業は排気の濃度、成分、風量、温度、湿度、圧力および生産状況などに合わせ、汚染

処理施設を建設する、あるいは既存施設を改造する。VOCs 汚染防止の効率を向上させる

ために、多様な技術を利用することを推奨する。 

 

4. 精細化管理を推進する。 

各地は現地の状況を十分に考え、O₃と PM2.5 の発生源、業界の汚染排出特徴および

VOCs 物質の光化学反応活性などによって VOCs 汚染防止対策の重点業界と重点汚染物

質を確定する。それに基づき効果的な対策や計画を提出する。 

「企業ごとに対策を出す」という方針を推進する。政府は当地における汚染排出量の多
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い企業に対し、技術だけでなく、原料代替、排出防止、排気収集および汚染防止施設の建

設など計画の制定、実施の指導など支援を提供する。 

 

【重点業界と要件】 

1. 石油化学業界 

石油精錬、有機化学品、合成樹脂、合成繊維および合成ゴムなど業界における VOCs 汚

染防止対策を強化する。①石油の漏洩検測と修理（LDAR）を推進する、②廃水、循環水

システムによる VOCs の収集と処理を強化する、③タンク、有機液体の積み下ろしでの

汚染防止対策を強化する、④生産工程排気の VOCs 汚染防止対策を強化する。 

 

2. 化学工業業界 

製薬、農薬、塗料、インキ、粘着剤、ゴムおよびプラスチック製品など業界における

VOCs 汚染防止対策を強化する。①VOCs 含有量の低い原料・補助材料の使用を推進する、

②生産設備の密閉化改造を加速させる、③貯蔵、積み下ろし過程における VOCs の逸散

を厳格にコントロールする④廃棄を分類し、収集・処理を行う、⑤非正常稼働による排気

ガスの排出規制を強化する。 

 

3. 工業塗装業界 

自動車、家具、コンテナ、電子製品および工程機械など業界における VOCs 汚染防止

対策を強化する。重点エリアでは当地の産業特徴に合わせ、その他業界における塗装によ

る VOCs 汚染防止対策の実施を加速させる。①溶剤型塗料の代わりに、パウダー、水性、

ハイソリッドおよび輻射硬化などの VOCs 含有量の低い塗料を使用する、②「塗装 3 回

で焼付 1 回」、「塗装 2 回で焼付 1 回」あるいは中塗り抜きなどのコンパクトな塗装工程

を実施する、③逸散排出を厳格にコントロールする、④効率のいい汚染防止施設の建設を

推進する。 

 

4. 包装印刷業界 

プラスチック柔軟材包装印刷、缶の印刷など業界における VOCs 汚染防止対策を強化

する。①発生源からの VOCs 汚染防止対策を強化し、VOCs 含有用の低い原料・補助材

料、環境にやさしい技術などを利用する、②逸散排出を厳格にコントロールする、③効率

のいい汚染防止施設の建設を推進する。 

 

5. 石油製品の貯蔵・運輸・販売業界 

石油製品の貯蔵・運輸・販売のベーパー回収対策を強化する。①ガソリン、ナフサ、ケ

ロシン（航空用も含む）および原油など VOCs 汚染防止対策を強化する、②ガソリンス

タンド、タンクローリー、およびタンクを重点としてベーパー回収対策を強化する、③重
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点エリアでは船舶運輸などによるベーパーの回収対策も推進する。 

 

6. 工業団地 

各地は工業団地に対し VOCs 汚染防止対策を強化する。VOCs 汚染排出に関わる企業

をまとめて管理し、排気ガス、廃液などを処理する施設を建立することで、汚染処理の効

率を向上させる。また、工業団地の環境大気質へのモニタリングも強化する。 

 

 「京津冀における大気汚染総合対策攻略行動計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2019 年 9 月 25 日、生態環境部により公布 

計画期間 2019 年秋冬 

主な目標 京津冀および周辺地域において、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 4％削減

すること 

 

中国生態環境部、新たな重点地域における大気汚染総合対策攻略行動計画を発表――北

京市など重点都市で、VOCs 対策などを強化へ 

中国生態環境部は 2019 年 9 月 25 日、「京津冀（北京市、天津市、河北省）および周辺地

域における 2019～2020 年秋季・冬季大気汚染総合対策攻略行動計画」（以下「計画」）を発

表した。「計画」は、青空防衛戦三年行動計画が規定した 2020 年までの目標の達成にとっ

て重要な 2019 年の段階で、各部門に指示を出すために作成されたもので、主な内容は次の

通り。 

 主要目標： 

京津冀および周辺地域において、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 4％削減することなど

を目指す。 

 

 実施範囲： 

北京市、天津市など合計 28 重点都市（「2+26 都市」とも言う）を含む京津冀および周辺

地域となる。 

 

 主要任務： 

1. 重汚染業種の産業構造の最適化を推進：すでに公布された鋼鉄、建築材料、コークス、

および化学工業などの業種に関する産業構造の改造計画に従い産業構造の最適化を

進めること。 

2. 産業集積地域のアップグレード改造を推進：セラミック、硝子、化学工業、包装印刷、

ゴム製品、プラスチック製品などの業種において、原料代替、技術改造、逸散排出の

防止・回収、VOC に対するモニタリングなどの作業を推進すること。 
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3. 「散乱汚」企業の管理および取締りを厳格化：「散乱汚」企業の分類処置条件を明確

にする；「網格化」管理を推進する。 

4. 排汚許可管理を強化：2019 年 12 月までに、集成材、家具などの業種の排汚許可証の

発給を完成する；将来すべての汚染固定発生源を生態環境管理の対象に組み入れる

こと。 

5. 厳しい標準で鋼鉄業種の超低排出改造を実施：「鋼鉄業種の超低排出の実施推進に関

する意見」を徹底的に実施し、各省は超低排出改造計画を策定すること。 

6. 工業窯炉大気汚染総合防止を推進する。 

7. VOCs の総合汚染防止を強化：VOCs の排出量が多い企業ごとに、汚染防止対策を策

定する；原料代替を推進する；逸散排出の汚染防止を強化する。 

8. グリーンエネルギー使用の暖房を推進する。 

9. 石炭の代替：エネルギー清潔改造が完成されている地域では、石炭の燃焼を禁止する

こと。 

10. 石炭の消費総量を抑制する。 

11. ボイラーの総合汚染防止を推進：2019 年 12 月までに、「2＋26 都市」における 35 ト

ン/時以下の燃焼ボイラーを淘汰する。 

12. 交通輸送の構造の最適化を推進：鉄道の専用線路の建設、鉄道・水路による輸送量の

向上、古い自動車・船の淘汰、自動車の違法排出の取締り、石油製品の品質検査など

の行動を進める。 

13. 用地構造の最適化を推進：工場、道路などにおける粉塵の防止を強化する。 

14. 重度汚染天気の対応を効率化：地域間の協同作業による汚染防止、応急管理などの対

策を推進する。 

15. インフラ整備を強化：環境モニタリングネットワーク、汚染源のモニタリング体系の

構築、VOCs に対するモニタリングなどのインフラ整備を強化する。 

 

また、「計画」では、「2+26 都市」における、それぞれの空気質改善の目標、鉄道の専

用線路の建設プロジェクト、および大気汚染総合防止行動計画が提示されている。 

 

 「汾渭平原における大気汚染総合対策攻略行動計画」および「長江デルタにおける

大気汚染総合対策攻略行動計画」 

項目 概要 

公布日・機関 2019 年 11 月 4 日、生態環境部により公布 

計画期間 2019 年秋冬 

主な目標 汾渭平原において、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 3％削減すること； 

長江デルタにおいて、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 2％削減すること。 
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中国生態環境部、汾渭平原、長江デルタにおける大気汚染総合対策攻略行動計画を発表

――PM2.5 平均濃度を昨年同期比それぞれ 3%、2%減を目指し、VOCs 対策の強化も 

中国生態環境部は 2019 年 11 月 4 日、汾渭平原及び長江デルタにおける大気汚染総合対

策攻略行動計画を発表した。これらの計画は、2019 年 9 月 25 日に公布した京津冀におけ

る大気汚染総合対策攻略行動計画の続きであり、中国重点エリアにおける大気汚染防止事

業の強化及び青空防衛戦に勝つために作成されたものである。同計画の主な内容は下記の

とおり。 

 

 主要目標： 

汾渭平原において、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 3％削減すること； 

長江デルタにおいて、PM2.5 の平均濃度を昨年同期比 2％削減すること。 

 

 実施範囲： 

汾渭平原について、山西省の晋中市、河南省の洛陽市、および陝西省の西安市などの省・

都市が含まれている； 

長江デルタについて、上海市、南京市、無錫市、蘇州市、および杭州市などの都市が含ま

れている。 

 

 主要任務（汾渭平原と長江デルタに共通）： 

1. 重汚染業種の産業構造の最適化を推進：すでに公布された鋼鉄、建築材料、コークス、

および化学工業などの業種に関する産業構造の改造計画に従い産業構造の最適化を

進めること。 

2. 産業集積地域のアップグレード改造を推進：セラミック、硝子、化学工業、包装印刷、

ゴム製品、プラスチック製品などの業種において、原料代替、技術改造、逸散排出の

防止・回収、VOC に対するモニタリングなどの作業を推進すること。 

3. 「散乱汚」企業の管理および取締りを厳格化：「散乱汚」企業の分類処置条件を明確

にする；「網格化」管理を推進する。 

4. 排汚許可管理を強化：2019 年 12 月までに、集成材、家具などの業種の排汚許可証の

発給を完了する；将来すべての汚染固定発生源を生態環境管理の対象に組み入れる

こと。 

5. 厳しい標準で鋼鉄業種の超低排出改造を実施：「鋼鉄業種の超低排出の実施推進に関

する意見」を徹底的に実施し、各省・市は超低排出改造計画を策定すること。 

6. 工業窯炉に対して大気汚染総合防止を推進する。 

7. VOCs の総合汚染防止を強化：VOCs の排出量が多い企業ごとに、汚染防止対策を策

定する；原料代替を推進する；逸散排出の汚染防止を強化する。 
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8. ボイラーの総合汚染防止を推進：2019 年 12 月までに、実施対象範囲内の市街化区

域における 35 トン/時以下の燃焼ボイラーを淘汰する。 

9. 交通輸送の構造の最適化を推進：鉄道の専用線路の建設、鉄道・水路による輸送量の

向上、古い自動車・船の淘汰、自動車の違法排出の取締り、石油製品の品質検査など

の行動を進める。 

10. 用地構造の最適化を推進：工場、道路などにおける粉塵の防止を強化する。 

11. 重度汚染天気の対応を効率化：地域間の協同作業による汚染防止、応急管理などの対

策を推進する。 

12. インフラ整備を強化：環境モニタリングネットワーク、汚染源のモニタリング体系の

構築、VOCs に対するモニタリングなどのインフラ整備を強化する。 

 

 主要任務（汾渭平原）： 

グリーンエネルギー使用の暖房を推進する：2020 年までに実施対象範囲内において生活

及び冬での石炭による暖房を代替する作業を完成させる。既に代替作業が完成されている

地域では、石炭の使用を禁止する。 

 

 主要任務（長江デルタ）： 

港湾、埠頭、および鉄道などの多様な交通システムの連携体系の建設：実施対象範囲内の

各都市は「長江デルタ一体化発展三年行動計画（2018-2020 年）」、「長江デルタ区域港湾輸

送およびコンテナ輸送について実施計画」の指示に基づき、長江、京杭運河、および淮河な

どの重要河川の建設を推進する。 

 

また、二つの「計画」では、各自の実施範囲内の都市ごとに、それぞれの空気質改善の目

標及び大気汚染総合防止行動計画なども提示されている。 

 

■国家レベルでの動向 

 中国生態環境部、「現地土壌および地下水中の揮発性有機化合物サンプリング技術

ガイドライン」など 6 本の環境保護標準（HJ）を公布 

 

中国生態環境部は 2019 年 5 月 12 日、生態環境モニタリングの規範化を図るため 6 本の

環境保護標準を公布した。そのうち、VOC に関する技術ガイドラインは 2019 年 9 月 1 日

から施行され、主な内容は下記のとおり。 

「現地土壌および地下水中の揮発性有機化合物サンプリング技術ガイドライン」（HJ1019

－2019）：地場土壌と地下水の中の揮発性有機化合物の現場サンプリングにおける技術要求

を明確にしたもの。同ガイドラインは既存の保護標準体系への補充であり、汚染土壌シリー

ズ環境保護標準の一つとして、汚染土壌標準と環境モニタリング標準をつなげ、汚染土壌へ
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の VOCs 調査とモニタリング結果の信憑性を高めることに役立つと期待されている。 

 

 中国生態環境部、「揮発性有機化合物逸散排出制御基準」など 3 本の大気汚染物質

排出関連の強制国家標準を公布し 7 月 1 日より施行 

中国生態環境部は、2019 年 5 月 24 日、大気汚染物質排出に関する以下の 3 本の強制国

家標準（GB）を公布した。 

 「揮発性有機化合物逸散排出制御基準」（GB 37822-2019） 

 「製薬工業大気汚染物質排出基準」（GB 37823-2019） 

 「塗料、インクおよび接着剤工業大気汚染物質排出基準」（GB 37824-2019） 

上記 3 本の国家標準は、いずれも 2019 年 7 月 1 日より施行される。新設企業は 2019 年

7 月 1 日以降、既存企業は 2020 年 7 月 1 日以降、今回公布された新たな国家標準に基づく

大気汚染物質の排出制御が求められる。 

 

以下は、「揮発性有機化合物逸散排出制御標準」の概要である。 

【適用範囲】 

 VOCs の材料保管における逸散排出制御要求、VOCs の材料移動および輸送における逸

散排出制御要求、製造工程における VOCs の逸散排出制御要求、設備および配管の構

成部品における VOCs の漏洩制御要求、露出した液面における VOCs の逸散排出制御

要求、VOCs の逸散排出における排ガス収集システム要求、企業の工場敷地および周辺

における汚染モニタリング要求について規定。 

 

【用語の定義】 

 揮発性有機化合物（VOCs） 

大気の光化学反応に関係する有機化合物、または関連規定に基づき確定された有機化合

物を指す。VOCs 排出状況の特性を評価する際には、業界の特徴や環境管理要求に応じて、

総揮発性有機化合物（TVOCs）、非メタン炭化水素（NMHC）を汚染物質制御標準として使

用できる。 

 

 以下は、「塗料、インクおよび接着剤工業大気汚染物質排出基準」の概要である。 

【適用範囲】 

 塗料、インクおよび接着剤工業の大気汚染物質排出制御要求、モニタリングおよび管理

監督要求について規定。 

 

【大気汚染物質排出制限値（一部のみ）】（単位：mg/m3） 

番

号 
汚染物質 

塗料製造、インクおよび  

類似製品の製造 

接着剤の

製造 

汚染物質排出のモ

ニタリング位置 
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1 粒子状物質 30 30 
作業場または生産

施設の排気筒（排

気管） 

2 NMHC 100 100 

3 TVOC 120 120 

4 BTEX 60 60 

 

 同標準では、「大気汚染物質の特別排出制限値」や「燃焼装置における大気汚染物質排出

制限値」などについても規定されている。 

 

 中国の生態環境部など 4 省庁が、「工業窯炉大気汚染総合対策計画」を通達 

中国の生態環境部、発展改革委員会、工業情報化部、財政部の 4 省庁は 2019 年 7 月 1

日、合同で「工業窯炉大気汚染総合対策計画」を通達し、監督管理の厳格化とともに企業

責任の強化を打ち出し、重点地域や重点業種において実施すべき VOC などの大気汚染防

止物質への汚染対策についても提示している。 

 

 対象となる工業窯炉は、溶鉱炉、溶解炉、やきなまし炉、加熱炉、熱処理炉、乾燥炉、

コークス炉、石炭ガス発生炉などの 8 種類であり、PM2.5 の汚染源の約 2 割を占める。 

主な内容は次の通り。 

 

監督・管理の厳格化と奨励を結びつけ、制度、法規、標準の整備を加速し、企業の主体

責任を強化し、懲罰を強化し、環境違法行為に対するコストを高くし、鉄鋼、コークス、

電解アルミ、鋳造、セメント、板ガラスなどの設備新設を厳禁する。鉄鋼、セメント、板

ガラスの製造設備の更新に関する規定を厳格に執行する。燃料類のガス発生炉の新設は原

則として禁止する。（工業団地の既存企業が共同で設けた、クリーン石炭からガスを作る

センターは除外） 

 

淘汰対象の工業炉の淘汰に注力する。「産業構造調整指導目録」で淘汰類となっている

工業窯炉を業種ごとに整理する。天津、河北、山西、江蘇、山東では既に定められている

産業構造調整の任務を期限通りに遂行する。各地域で、国の基準よりも厳格な環境保護基

準を制定するのを奨励し、産業構造の調整を一層促進させる。環境汚染の影響度の大きい

工業窯炉は、法に基づき操業停止、閉鎖を命ずる。 

 

燃料のクリーン化代替措置を加速する。ガス発生炉の淘汰を強化する。コージェネレー

ション施設のある場所での石炭加熱炉、乾燥炉などは原則として淘汰させる。鋳造、岩綿

等の業種に関してはキュ―ポラから電炉への置換を加速させる。 

 

 中国工業情報化部、塗料の有害物質含有制限値や接着剤の VOC 含有量制限値など
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8 つの国家強制標準を公示し意見募集を開始 

中国工業情報化部は 2019 年 11 月 13 日、中国国家標準化委員会の指示により、下記の 8

つの標準を制定し、公示して意見募集を開始した。意見募集は、2019 年 12 月 12 日までで

ある。 

 

1. 木器塗料の有害物質含有量制限値 

2. 建築用壁面塗料の有害物質含有量制限値 

3. 車両塗料の有害物質含有量制限値 

4. 工業防護塗料の有害物質含有量制限値 

5. 接着剤の揮発性有機化合物含有量制限値 

6. 洗浄剤の揮発性有機化合物含有量制限値 

7. バイクのタイヤ 

8. 肥料の標識、内容及び要求 

 

そのうち、1~6 の標準について、施行開始時期が 2020 年 12 月 1 日と予定されており、

主な内容は下記のとおり。 

 

1. 木器塗料の有害物質含有量制限値 

 代替される標準：GB 18581-2009、GB 24410-2009。 

 内容：木器塗料のうち、人体や環境に有害な物質の制限に関する用語、定義、分類、要求、

測定方法、試験規則、包装標識および標準の実施などを規定。 

 適用範囲：現場及び工場での塗装用の木器塗料（木材用着色剤などの特殊塗料は対象外） 

 

2. 建築用壁面塗料の有害物質含有量制限値 

代替される標準：GB 18582-2008、GB 24408-2009。 

内容：建築用壁面塗料のうち、人体や環境に有害な物質の制限に関する用語、定義、分類、

要求、測定方法、試験規則、包装標識および標準の実施などを規定。 

適用範囲：現場および工場での塗装、ならびにセメントおよびその他の非金属材料（木質

材料は対象外）をベースにした建築物の内装・外装など 

 

3. 車両塗料の有害物質含有量制限値 

代替される標準：GB 24409-2009。 

内容：車両塗料のうち、人体や環境に有害な物質の制限に関する用語、定義、分類、要求、

測定方法、試験規則、および包装標識などを規定。 

適用範囲：各種の自動車の工場で使用される塗料、自動車修理用塗料、軌道交通車両とそ

のパーツ用塗料、その他の車両（バイク、電動自動車、自動車など）とそのパーツ用塗料。
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トラック、特殊機械車両（例：消防車）などは対象外。 

 

4. 工業防護塗料の有害物質含有量制限値 

 代替される標準：GB 30981-2014。 

 内容：工業防護塗料のうち、人体や環境に有害な物質の制限に関する用語、定義、分類、

要求、測定方法、試験規則、包装標識および標準の実施などを規定。 

 適用範囲：金属、コンクリート、およびプラスチックなどの材料の表面に使われる工業用

の防護塗料。航空塗料、核電塗料は対象外。 

 

5. 接着剤の揮発性有機化合物含有量制限値 

代替される標準：なし。 

内容：条件に該当する接着剤の揮発性有機化合物の含有量制限値を規定 

適用範囲：溶剤型、水ベース、固形接着剤の中の揮発性有機化合物の含有量制限値。 

 

6. 洗浄剤の揮発性有機化合物含有量制限値 

代替される標準：なし。 

内容：洗浄剤に関する用語、定義、分類、要求、測定方法および制限量の標記方法につい

て規定した；洗浄剤のうち、人体や環境に有害な物質の制限について要求。 

適用範囲：工業用の生産、販売および使用などの活動の中で、揮発性有機化合物を含有

する洗浄剤、および洗浄剤として使用される揮発性有機化合物を含有する化学品または製

剤。 

 

■地方レベルでの展開 

 中国北京市生態環境局などが、地方標準「電子工業大気汚染物質排出基準」を公布 

中国北京市生態環境局は 2019 年 6 月 13 日、地方標準の「電子工業大気汚染物質排出基

準」（DB11/1631-2019、以下「基準」）を公布した。同局によると、北京市は電子情報製品

に関する開発および販売の中心地であり、集積回路産業の規模に関しても全国 3 位となっ

ている。「北京市十三次五ヵ年計画網要」では、先端半導体をはじめとした電子工業を北京

市の将来の重点発展業界と位置づけている。「基準」は、電子工業による大気汚染物質の排

出を防止し、北京市の環境大気質を改善することで、電子工業の技術と持続可能な発展を推

進するため作成された。その要点は下記のとおり。 

  

【重点規制】 

1. 一般排出規制 

「基準」では、下記の汚染物質に関して排出制限値を定めた：①粒子状物質、②塩化水素、

③窒素酸化物、④硫酸の霧、⑤シアン化水素、⑥フッ化物、⑦塩素、⑧アンモニア、⑨ベン
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ゼン、⑩ホルムアルデヒド、⑪芳香族炭化水素、⑫非メタン炭化水素類（揮発性有機化合物

を指す）、⑬鉛とその化合物および⑭錫とその化合物など。 

また、揮発性有機化合物（VOCs）燃焼設備の排気ガスのうち、窒素酸化物、1,4-ジオキ

シンなどについて排出制限値を規定している。以上すべての汚染物質に対し、モニタリング

要求と分析・測定方法も明示した 

  

2. 逸散排出規制 

「基準」では、下記 6 点の逸散排出規制を要求している。 

（1） VOCs 原料の貯蔵、移転および輸送などの際における逸散のコントロール； 

（2） VOCs 原料の利用における逸散のコントロール； 

（3） 設備と配管のリークのコントロール； 

（4） 開放液面型 VOCs の逸散のコントロール； 

（5） 排気ガスの収集・処理システム； 

（6） 工場敷地内における逸散のモニタリング。 

 

3. 事業所境界汚染のモニタリング 

 「基準」では、企業に対し、企業事業所の境界における汚染モニタリングの設置を要求し、

下記の汚染物質の排出制限値を規定している：①ベンゼン、②ホルムアルデヒド、③塩化水

素、④シアン化水素、⑤塩素、⑥硫酸の霧および⑦鉛とその化合物など。 

  

【実施要件】 

「基準」は、2019 年 9 月 1 日より実施される。 

 一般排出規制については、既存汚染源に対し、「基準」の実施日から 2020 年 3 月 31 日に

かけ第Ⅰ時間帯の制限値を実施する；2020年4月1日から第Ⅱ時間帯の制限値を実施する。

新規汚染源に対しては、「基準」の実施日から第Ⅱ時間帯の制限値の適用を実施する。 

 また、工場敷地内における VOCs 逸散排出のモニタリングは 2020 年 4 月 1 日から実施

する。 

 

 中国広東省、「生態環境部の『重点業界揮発性有機化合物総合対策計画』の徹底実施

の通知」を発表 

中国広東省生態環境庁は 2019 年 7 月 17 日に、「生態環境部の『重点業界揮発性有機化合

物総合対策計画』の徹底的な実施の通知」について発表した。この「重点業界揮発性有機化

合物総合対策計画」は、生態環境部が同年 6 月 26 日に公布したもので、重点エリア、重点

規制物質および重点業界に対する具体的な対策などが明記されている。今回の「通知」はそ

れを徹底的に実施し、広東省の重点業界における揮発性有機化合物（VOCs）とオゾン（O3）

の汚染防止作業を強化するため、下記の事項を通知した。 
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1．戦略の方向を保持し、詳細な VOCs 排出リストを作成する： 

現在、広東省では、微小粒子状物質（PM2.5）に代わって、空気質優良天数割合（AQI 達

成率）に大きく影響を及ぼしている原因は O₃であるとされている。O₃の生成にとって重要

な前駆物質である VOCs は、排出源が多く、量が膨大であるため、汚染防止はなかなか難

しいが、引き続き汚染防止作業を全面的に強化しなければならないとされている。 

そこで、省内の工業 VOCs 排出源の検査を展開することで、排出源の分布、排出と汚染

防止の状況を把握し、省内の VOCs 重点エリア、重点業界および重点企業のリストを提出

する。そして、タスクリストを作成し、台帳管理を実施することで以上の項目を徹底的に実

施する。 

 

2．重点企業に注目し、汚染の防止・修復措置に力を入れる： 

空気質の改善と VOCs 排出総量の削減目標を重点目標とし、省内における VOCs 排出企

業の汚染防止、施設運営などの状況を定期的に監督・管理・評価する。重点企業では「一つ

の企業に一つの対策」という対策を展開し、企業における汚染の最終処理施設の運営状況に

対する監督・管理を強化する。 

VOCs の逸散排出の防止を全面的に強化する。VOCs を含有する物質・材料の①貯蔵、②

転送、輸送、③設備と配管からの漏洩、④開放型液面での逸散排出、⑤工程過程での逸散排

出など、5 種類の排出源を重点監督対象とし、逸散排出をコントロールすることで、VOCs

の排出を削減する。 

 

3．原料代替を推進し、汚染対策の指導サービスを強化する： 

化学工業、印刷業、工業塗装業、靴製造業などの重点業界が VOCs 含有量の低い塗料、

インキ、粘着剤、および洗剤などの原料・補助材料を生産・使用することを推進する政策を

提案する。含有 VOCs の質量の割合が 10%以下の材料を使用する場合、逸散排出の収集対

策を強制しなくてもよい。 

重点業界・重点企業に対し、排出工程・技術の改善、工程過程における漏洩防止の対策な

どの指導サービスの提供を強化することで、排出量が多く、監督・管理が難しい逸散排出問

題を確実に解決する。「重点業界揮発性有機化合物総合対策計画」が要求した効率の高い汚

染修復施設の建設を加速させ、VOCs 排出に関わる業界の分類指導サービスを強化し、効率

の低い修復にならないようにする。 

 

4．監督管理と法律執行を強化し、企業の主体責任を確実とする： 

以下の 4 つの事項を実施する。 

① VOCs 業界の排汚許可証の実施、省固定汚染源 VOCs 管理システムへの登録、「散乱

汚」工業企業総合修復と応急排出削減リストの修正作業などにより、VOCs 排出に関
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わる企業を厳格に監督する。 

② 汚染修復設備・施設が稼働しなく、要求に従わず標準値超過で排出する違法行為に対

する法的処分を強化する。 

③ 宣伝を繰り広げることで、企業が環境責任を取ることを促進する。 

④ 信用のない企業や個人による違反情報は、「信用中国」などのウェブサイトにアップ

デートされ、一般公衆に公開される。 

 

 中国上海市生態環境局、「揮発性有機化合物対策施設運用管理技術規範（試行）」を発

表――VOCs 対策施設の運用管理、故障処理、記録、報告などについて規定 

中国上海市生態環境局は 2019 年 8 月 27 日、揮発性有機化合物対策施設の運用管理を

規範化し、揮発性有機化合物の対策技術水準を向上させるため、「揮発性有機化合物対策

施設運用管理技術規範（試行）」を発表した。2019 年 10 月 1 日より施行される。 

 

本文は、適用範囲、規範性引用文献、用語と定義、一般要件、運用コントロール要件、

故障（不正常運用）処理要件、記録と報告の要件から構成されており、このうち、一般要

件としては、次の 7 項目が規定された。 

 

1．VOCs 対策施設運用管理については、HJ942-2018 の第 6.2.1 条および所属する業界

の汚染排出許可証の申請並びに技術規範の中で規定されている運用管理の要件を満たさな

ければならない。 

 

2．VOCs 対策施設は、指定された要員により、または第三者のサービス業者により運用

維持され、正常に運用され、VOCs 汚染排出を安定的に削減しなければならない。 

 

3．VOCs 対策施設の管理者は、責任を持って運用管理制度を制定し、運用管理の要件を

規定し、要員が適切な形式によって容易に管理方法を入手し遵守して実施できるようにし

なければならない。運用管理制度は、第 5 章、第 6 章、第 7 章に定める要件を備えていな

ければならないが、それのみに限定しなくとも良い。 

 

4．VOCs 対策施設は、次のことをはっきりと表示しなければならないが、それのみに限

定しなくとも良い：設備の名称、流体の流れる方向、回転する設備の回転の向き、バルブ

の開け締めの方向と位置など。 

 

5．VOCs 対策施設は安全に運用し、事故の発生を防止しなければならない。 

 

6．VOCs 対策施設運用中の排ガス、汚水、ごみ、粉塵、騒音、振動などの二次汚染の排
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出は、生態環境保護の要件を満たさなければならない。 

 

7． VOCs 対策施設管理者は、責任を持って研修宣伝メカニズムを確立しなければなら

ず、VOCs に関わる原料供給調達先、VOCs に関わる生産作業等の関係先に対して、源か

ら排出を削減するという理念を宣伝し、VOCs 対策施設の運用維持点検の要員に専門技能

を研修させ、VOCs 対策施設の運用維持に共に参画するよう各方面に働きかけ、管理水準

を持続的に改善し、エネルギー消費と物資消費を削減し、VOCs 排出量をたえず削減しな

ければならない。 

 

本規範の適用範囲は、上海市行政管轄区域内に存在する揮発性有機化合物対策施設の運

用管理である。建設プロジェクトの環境影響評価、汚染排出許可証の申請、揮発性有機化

合物対策施設の設計、施工、竣工の際に参考とすべき根拠としても使用可能である。 

 

また、付表として、次の 2 つの表が資料として収録されている。 

付録 A：VOCs 対策施設巡視検査内容とその説明 

付録 B：VOCs 対策施設環境管理台帳の記録内容 

 

 

今後の展開とスケジュール 

 VOC を環境保護税の項目に組み入れる 

2019 年 11 月現在、VOC の一部汚染物質しか環境保護税の対象に組み入れられていな

いが（下表を参照）、「青空防衛戦三年行動計画」の指示により、すべての VOC 汚染物質

が環境保護税の対象に組み入れられる予定である。 

現在環境保護税の課税項目（一部） 

汚染物質（日本語） 汚染当量値（kg） 汚染物質（日本語） 汚染当量値（kg） 

ベンゼン 0.05 クロロベンゼン 0.72 

トルエン 0.18 ニトロベンゼン 0.17 

キシレン 0.27 アクリロニトリル 0.22 

ベンゾピレン 0.000002 クロロエチレン 0.55 
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ホルムアルデヒド 0.09 ホスゲン 0.04 

アセトアルデヒド 0.45 トリメチルアミン 0.32 

アクロレイン 0.06 メタンチオール 0.04 

メタノール 0.67 ジメチルスルフィド 0.28 

フェノール類 0.35 ジメチルジスルフィド 0.28 

アニリン 0.21 スチレン 25 

 

 排汚許可の厳格化 

生態環境部によると、2019 年 9 月現在、すでに公表されている排汚許可管理に関する

規制について、「排汚許可証の申請及び発給技術規範」48 項、「汚染源強度計算ガイドブッ

ク」18 項、「汚染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド」14 項、および「汚染防止

実行可能技術ガイドブック」7 項などが挙げられている。2019 年 11 月現在でも、次々と

各業種の排汚許可管理に関する規制が更新または制定されてきており、これから「排汚許

可管理条例」の制定、「固定汚染源排汚許可分類管理リスト（2019 年版）」（すでに 2019

年 7 月 11 日に採択され、公布待ち状態）の公布なども予定されているのである。 

 

 国家標準の改訂および制定 

2019 年 11 月現在、下記の国家標準（一部）が改訂作業または策定中となっている。中

国における大気汚染防止の国家標準は一層整備されることとなる。 

項目 予想公布時期 

大気汚染物質の総合排出基準（GB 16297-1996 を改正） 2020 

紡織・染色加工業大気汚染物質の排出基準 2020 

印刷包装工業大気汚染物質の排出基準 2020 

自動車製造業表面塗装大気汚染物質の排出基準 2020 

悪臭汚染物質の排出基準（GB 14554-93 を改正） 2020 
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石油製品の貯蔵・輸送による大気汚染物質の排出基準（GB 20950-

2007、GB 20951-2007 を改正） 
2020 

 

 「国六」の施行 

中国では 2020 年 7 月から軽型自動車による汚染物質の排出制限値及び測定方法（中国

第六段階）GB 18352.6-2016（「国六」とも言う）を施行することになる。大気汚染の重点

エリアでは、予定を繰り上げての導入も許可する方針があるため、北京、上海、深圳およ

び広州などの都市ではすでに「国六」が導入されている。これまで一番厳しい「国六」で

は、VOC の排出規制も厳格化されている。 

 

 

EnviX 展望と見解 

国の規制は VOC を全過程の汚染防止へ展開 

近年、中国では VOC 排出基準規制について、「石油精製工業汚染物質排出基準」、「石油

化学工業汚染物質排出基準」、「製薬工業大気汚染物質排出基準」、「塗料、インク及び接着剤

工業大気汚染物質排出基準」および「揮発性有機化合物逸散排出制御基準」などの国家標準

を更新・制定した。また、現行の「大気汚染物質総合排出基準」（GB16297-1996）などに関

する国家標準の更新作業も進んでおり、2020 年までに更新作業を完成する予定である。さ

らに、「青空防衛戦三年行動計画」では、「2019 年までに、塗料、インク、接着剤および洗

浄剤などの製品の VOC 含有量制限値に関する国家標準の策定を完成」の指示が出されたた

め、それに応じて 2019 年 11 月に公布した「接着剤 VOC 含有量制限値」及び「洗浄剤 VOC

含有量制限値」の意見募集稿のほか、「低 VOC 含有塗料製品の技術要求」という国家標準

も現在審査中であり、2019 年 12 月の下旬に公布される予定となっている。 

VOC の汚染防止については、2017 年の「十三五 VOC 汚染防止事業計画」が公表されて

おり、2019 年の「国家先進汚染防止技術リスト（大気汚染分野）」を公布することで、工業

団地への汚染防止技術について指導が行われることとなる。現在、生態環境部は工業有機排

気の汚染防止技術規範の規制も作成しているという。 

VOC のモニタリングについて、2018 年の「固定汚染源排ガス及び VOC のモニタリング

事業に関する通知」、「固定汚染源排ガス及び VOC のモニタリング検査要点」、及び「固定

汚染源排ガス VOC モニタリング技術規定（試行）」の公布により、VOC のモニタリングシ

ステムの構築に技術的なサポートを提供できた。現在、生態環境部は北京などの工業団地で、

VOC のモニタリングパイロット事業を実施し、VOC のモニタリングシステムの構築の加

速及び強化が図られると見られている。「固定汚染源排ガス非メタン炭化水素自動モニタリ

ング技術規範」などの三つの標準の策定にも着手したそうである。 

また、「青空防衛戦三年行動計画」、「重点業界揮発性有機化合物総合対策計画」、および「汚

染物質排出事業者自己モニタリング技術ガイド」など、次々と「自己モニタリング」につい
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ての規定が増えてきていることから判断すると、近い将来には、企業は VOC などの汚染物

質に対する自らによるモニタリングの実施が義務付けられるか、あるいは先々には「排汚許

可管理条例」の施行とともに強制的に実施させられる可能性も高いといえる。 

最後に、VOC の総合対策事業について、生態環境部によると、現在 VOC の発生源から

最終処理までの制御システムの構築を実施しており、なるべく早めに完成して、工業団地に

対する VOC の全プロセスでの管理を実現できるようにするという。 

 

さらに地方で強化される VOC 規制 

地方での取り組みを見ると、現在、北京、天津、河北、陝西、上海、重慶、四川、広東、

江蘇、浙江、山東、福建など 12 省・市で塗装工程における VOC 排出基準を制定したかあ

るいは制定中である。例えば、2017 年 4 月、北京、天津、および河北省は「建築類塗料及

び接着剤 VOC 含有量制限値標準」を公布；2018 年 3 月深圳市は「低 VOC 含有塗料製品の

技術規範」を公布；2019 年 1 月江蘇省は「塗料中 VOC 含有量制限値」を実施するなど、

また、「青空防衛戦三年行動計画」が指示したように、国家標準「低 VOC 含有塗料製品の

技術要求」の公布によって、2020 年 7 月 1 日より、重点エリアから優先して施行される予

定も見られる。 

一方、各省・市は自動車製造、船舶製造、家具製造、コンテナ製造など各重点産業におけ

る排出基準も明確にしている。全体的には、主要な都市など各地における VOC 濃度排出制

限値は国の「大気汚染物質総合排出基準」などより厳しくなっており、国家標準に注目する

だけでなく、地方の標準にも留意する必要がある。 

【2019.12.02 RT】 


